
木造建築物の耐震診断による安全性の確保

想定される適用分野・用途・業界 産業界へのアピールポイント

(社会背景・目的）
1981年以前に建てられた木造建物は、現在と耐震規準
が違うため耐震性能が不足している可能性が高い。それ
により、大地震が発生した際に建物が倒壊して住民が亡
くなってしまう恐れがある。そのため、建物の耐震診断
を行い、耐震性能を把握し、耐震性能が不足している場
合には耐震補強を行うことにより耐震性能を確保が必要
である。また、一度壊れてしまったものを元通りに戻す
ことはとても大変である。壊れても軽微な被害に抑える
ことで、改修も容易にでき建物の長期的な使用が可能と
なる。
(概 要）
大正9年に建てられた木造の客殿について耐震性能を把
握するために耐震診断を行ったところ耐震性能が不足し
ていたため、耐震補強設計、耐震補強工事を行い耐震性
能を確保した。
(期待される効果）
耐震性能を把握したことにより建物の使い方に関する方
針を決定する材料となった。耐震性能を確保したことに
より、今後も安心して建物を使い続けることができる。
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研究内容(社会背景・目的、概要、期待される効果）

●住宅メーカー、金物メーカー
●設計事務所、工務店

●耐震診断・補強設計・補強工事について
アドバイス、講習会を行うことが可能で
す。

●耐震補強技術の開発のための実験を行う
ことができます。
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